
 
△△△△△△△△△△  地図づくりの道程

みちのり

 と 一等三角点 △△ 

                  

                 は じ め に 
                  2013 年４月某日、当社のホームページの常連訪問者？ 

だと云う協力会社の「○○春樹」氏とお会いした。彼は登

山に興味をもち、神室山（1365ｍ）に是非登ってみたいと

云う。そんな彼に開口一番、私達が山形県内にある 21 の

一等三角点登頂を目指して活動をしていることを話した。 

                すると彼の口から「一等三角点って、何ですか!?」との

質問が飛び出した。一瞬、唖然
あ ぜ ん

とした。私達の当たり前な

単語を、何と説明したらいいのか、言葉が出てこなかった。 

                 測量会社にいる私達にとっては、仕事をする上で三角点は

切り離す事の出来ない重要なものであり、当たり前な単語

故に、彼の急襲に二の句を継げなかった。 

測 天 量 地 
 そもそも「測量」と云う言葉は、中国 

の故事である「測天量地」の言葉に由来 

すると云われている。文字通り「天を測 

り、地を量る」の意味である。日本初の 

実測日本地図は「大日本
だいにほん

沿海
えんかい

輿地
よ ち

全図
ぜ ん ず

」 

（別名「伊能図」）で江戸時代後期の測 

量家伊能忠敬が中心になって作製された。 

彼はまさに「歩測」で距離を測り、星で 

経緯度を量ったとされている。作家井上 

やすし著『四千万歩の男』の中ではその 

彼の姿が活き活きと描かれている。 

 

正確な日本地図作成 --近代日本の使命-- 
 今から 146 年前に「明治維新」があり、 

時の明治政府は日本の近代化を図る一つ 

として科学的で正確な 1/5 万の地形図の 

作製を至上命題として掲げていた。 

 近代日本の測量は 1870 年（明治 3 年） 

の田坂虎之助のドイツ留学から始まった 

と云われる。フランス式の 1/2 万迅速測 

図を経て、ドイツ式を採用した 1882 年 

（明治 15 年）から正確な地形図を作製す 

るための本格的な現地測量が開始された。 

一等三角点シリーズ（三角点編）

大和工営一等三角点の会 編集 

一等三角点って、 何ですか!? 

一等三角点「月山」標高 1979.48m 

山頂の標高 1984m とは一致しない。 

一等三角点「月山」 

・

明治 17 年の地形図：参謀本部 陸軍部 測量局 

(今から 129 年前) （後の陸地測量部）作製

現在の地形図：国土交通省 国土地理院作成

新庄市中心部 

金山町中心部

新庄市中心部

金山町中心部

新庄市萩野

新庄市萩野
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地形図表示の 

三角点の記号 
そして 塩野原基線 
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正確な地図ってなにィ・・ ? ?  
 一口に正確な地形図（以下地図と云う）って言われても困惑してしまうだろう。前ページの「資 

料 1」と「資料 2」を見較べてみよう。共に山形県新庄市付近の地図である。「資料 1」は明治 

17 年（1884 年）作製の地図であり、「資料 2」は現在の地図である。共に 1/20 万の縮尺で作製 

されている。一見、同じように見える。しかし、よく見て頂きたい。 

新庄市中心部と金山町中心部、それに新庄市萩野という集落がどちらの地図にも存在する。し 

かし、その 3 地点の位置関係をじっくりと比較してみると、かなりの違いがあることがわかる。 

現在の地図では萩野から新庄中心部までの直線距離は 7.5km 程なのに対し、「資料 1」の地図と 

比較すると、2 倍ほどの距離の違いがあるのが見て取れる。129 年前と現在の科学技術とでは隔

世の感があるのは否めない。がァ、どうしてこれだけ違うのだろう!?。 

 

地図と云われる要件とは・・ 
 一般的に地図の要件としては、距離、角度、方位、 

高さ、縮尺等が具備されていることが求められてい 

る。とりわけ、距離、角度、方位、高さの基準につ 

いては測量を行うための基準（土台）となるもので 

あり早急な整備が必要であった。 

 当時、角度は経緯儀（セオドライド）という測量 

器械により正確に観測できた。方位は北極星により 

観測できた。問題は正確な距離の測定である。三角 

法（三角関数）によれば、1 辺の距離と両端の角度 

が解れば、残る 1 角と 2 辺は計算で答えを解くこと 

が出来る。この理論を基に行ったのが三角測量であ 

る。三角形の角に置かれた測量標石を三角点と呼び、 

正確に測定した 1 辺を「基線」と呼んでいる。 

 

地図作製の骨組み造
づく

りを開始 

 正確な地図造りの道程
みちのり

は、三角測量を行うための基 

線設置から始まった。基線は約 250 ㎞程度の間隔で全 

国に 15 箇所（北方領土 1 箇所を含む）を設置した。 

それらの基線間を三角形の骨組み（三角網）で結び 

つけた。その大きな骨組みの結び目が「一等三角点」 

である。その点間距離は標準で一等三角点本点の場合 

45km、一等三角点補点で 25km とされている。基線の 

距離は概ね 3～5km であり、それを三角測量により一 

次増大、二次増大と拡張していき、一等三角点間の標 

準距離にした。地図造りの骨組みである三角網は、家 

造りに例えれば数多くの柱であり、その重要な柱の結 

び目が一等三角点と云うことが出来る。 

B 

C 

bA 

c 

a

三角測量の方法 

手順② 

∠a を観測 

∠b を観測

手順① 

辺 AB を正確に測定 

手順③ 

∠c も観測し誤差

を調整し三角関数

で辺 AC と 

    辺 CB を 

求める 

基 線 

資料 3

塩野原基線と三角網

資料 4

a 

基線増大の方法 
基線の 2.5 倍程度に増大

b 

塩野原基線

金澤山 

薬師山 

火打岳輿蔵峠

葉山 

丁岳 

a
b
基線西端

基線東端

一次増大辺

二次増大辺

三次増大辺

二次増大点 

一次増大点 

一次増大点 

一等三角点本点 

二次増大点 

一等三角点本点 

三次増大点 

三次増大点 △ 

△ 

△

△ 

△ △ △

△ 
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15 の基線設置は地図づくりの土台 ・・・ 
 基線測量は 1882 年（明治 15 年）に実施された相模野基線（神奈川県相模原市）から始められ 

た。それ以降、1913 年（大正 2 年）の択捉
えとろふ

基線（北方領土）の設置まで実に 31 年の歳月を費や 

して正確な基線の距離を測定し、一つ目の測量の土台となる 15 の基線を完成させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 5 

択捉基線の資料は不明

資料 6 
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基線の距離測定の方法は ・・・ 
 「資料 6」を見ると塩野原基線は 119 年前の 1894 年（明治 27年）に距離測定が行われ、5129.5872 

ｍというのが基線長の測定結果である。5km 以上の距離を光波測距儀がない時代に如何に正確に 

測ることが出来たのか。 

 当時の資料によると、基線尺は米国の海 

岸測量技師ヒルガードが考案した直径 9mm、 

長さ 4ｍの鉄製円桿
えんかん

（ヒルガード基線尺） 

を使用したという。この基線尺は一等三角 

点の基線測定精度である 1/100 万の誤差以 

内で測定可能であることが確認され、当時 

の参謀本部測量局で採用し、使用された。 

 その基線尺を通常 3桿
かん

を一組として使用 

した。測定の方法は、基線尺をまっすぐに 

固定するために木箱に収めてバネで固定し、 

その木箱ごと三脚に取り付けた。10 人程の 

測量官が 1 組になって、目標地点に向かって 

次々に移動して距離測定を繰り返していく。 

塩野原基線では、その作業を 76 日間費やし 

往復 2 回測定して得た数値が 5129.5872ｍと 

いう距離測定の結果となった。 

 その距離測定の過程では、誤差を極力抑え 

るために基線尺を「氷付け」にしたり、直射 

日光を避けるために日陰を造るなどの工夫を 

重ねて、測定誤差 1/100 万の誤差以内という 

厳しい条件を克服したと云う。 

 

海抜と標高って、違うの ! ? 

 基線測量により、正確な距離測定が各地の基線場で次々と実施された。基線の距離測定の次は 

2 つ目の測量の土台である「高さの基準」を設定することである。 

 山の高さを表現するとき、よく海抜○○ｍとか、標高○○ｍと云う言葉を耳にすることがある。 

でも、チョット待って。同じ使い方をしていないだろうか。海抜とは海からの高さであり、標高 

とは東京湾平均海面からの高さを意味している。東京湾平均海面は、1873 年（明治 6 年）から 

1879 年（明治 12 年）までの 6 年間、当時の隅田川河口の霊岸島量水標の潮位観測結果から 1884 

年（明治 17 年）に決定された。その東京湾平均海面を基準にした高さ（標高±0.000ｍ）が、い 

わゆる「標高」であり、「海抜」とは区別すべきである。 

 東京湾平均海面の高さを基準に、日本水準原点が 1891 年（明治 24 年）に設置された。設置当 

時の日本水準原点の標高は＋24.500ｍだったが、1923 年（大正 12 年）9 月 1 日発生の関東大震 

災と 2011 年（平成 23 年）3 月 11 日発生の東北地方太平洋沖地震の影響により、現在の日本水 

準原点標高は＋24.3900ｍに改正されている。 

ヒ ル ガ ー ド 式 基 線 尺

1882 年（明治 15 年）相模原基線測量の様子

資料 7

資料 8
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日本水準原点－旧陸地測量部跡地－ 

 前述のように高低測量（水準測量）をする 

場合、東京湾平均海面（標高±0.000ｍ）は 

現地では確認できない。そこで地上に固定し 

た点（日本水準原点）を参謀本部陸地測量部 

が存在していた現在地（東京都千代田区永田 

町 1 丁目 1 番 2（国会議事堂前、憲政記念館 

構内））に 1891 年 5 月に竣工設置している。 

 日本水準原点は「日本水準原点標庫」とい 

う建物の中にあり、水晶板にその基準の高さ 

が刻まれており、日本における「高さ」の基 

準となっている。 

 

日本経緯度原点 

 地球上の位置は「経度」「緯度」で表され 

る。そして経線すなわち子午線の北に向かう 

線の方向が真北方向となる。 

 正確な地図を作るためには、地球上の正確 

な位置を測定しなければならない。そのため、 

「経度」「緯度」と共に「真北」からの方位 

角を測定する事が重要となってくる。 

「真北」方向は北極星の方向を指すもので 

あり、北極星を観測して方位標にその角度を取 

り付けることで測量の方位の基準とすることが 

出来る。その「経度」「緯度」「方位」の基準は 1888 年（明治 21 年）に参謀本部陸地測量部が

東京天文台（現国立天文台）の子午環の中心を日本経緯度原点として定めた。これで３つ目の地

図作製のための土台が出来たことになる。 

 家造りの場合、土台が出来たら柱を建てることになる。土台の上に柱を建て、太い骨組みを架 

けて家を形づくる。この太い骨組みが、地図作りの場合は一等三角網ということが出来る。い 

よいよ最後の「土台」となる角度の測量を行なえば、正確な地図作りに辿り着くことになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本水準原点標庫 ： 数少ない近代洋風建築物でもある。

正面扉の中の水晶板に原点標高の線が刻まれている。

日本経緯度原点数値 

経度：東経 139 度 44 分 40 秒 5020 

緯度：北緯 35 度 59 分 17 秒 5148 

原点方位角：156 度 25 分 28 秒 442 

（鹿野山一等三角点の方位角） 

北斗七星（おおぐま座の一部）の柄杓の AB の約

５倍先に明るく光っているのが北極星である。

北極星の見つけ方 

A

B 

倍

５ 

の 

B 

A 

資料 9

資料10

資料11 

相模野基線の増大点日本経緯度原点は左の台座の中央にある。

現在の原点標高は＋24.3900ｍ

資料12
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地球は平面ではなく、 丸かった・・ 

 だが、もうひとつ大きな問題がある。地球の 姿 形
すがたかたち

が科学的にどうなっているのか、というこ 

とである。地球は西洋ナシの形をしていると云われ、その円周は約 4 万 km といわれている。 

日本列島は南北に細長くその距離は 3000km にも達する。そんな細長い国の正確な地図作製のた 

め、地球の大きさをどのように設定して測量するかは、大変重要な問題であった。 

ヨーロッパを中心に近代の学者がその形の定義づけに奔走した。日本の場合はドイツの数学者 

であり、天文学者のベッセル（1784-1846 年）が算出した地球回転楕円体（準拠楕円体）に依拠

した。下の「資料 13」で見られるように各国がそれぞれの回転楕円体の数値を採用した。 

日本が独自にベッセルの数値を採用した測量体系は「日本測地系」と云われて 2002 年（平成

14 年）3 月まで採用されてきた。現在では、日本も 2002 年（平成 14 年）4 月から世界標準（GRS80）

を採用していることから、測量体系についても「世界測地系」と呼んでいる。日本測地系と世界

測地系では、地球上の位置が南東方向に 430ｍ程のズレが判明し、当時は話題になった。 

 

 

丸い地球を地図（平面図）に表す、その工夫・・・ 
 地球楕円体面を平面的に表すため、日本では正角図法であるガウス・クリューゲル図法という 

図法を用いた。そして球面距離と平面距離の誤差が 1/10000 以内に収まるように平面直角座標系 

を設定した。「資料 14」で見るように辺 AB と円弧 AB の距離の誤差を 1/10000 以内にし、座標 

原点から東西にそれぞれ 130km の範囲内を１つの座標系とした。その日本平面直角座標系は現在 

19 あり、離島を除いて各都道府県が 1 つ 

の座標系でカバー出来るようにしている。 

 座標原点の南北方向は子午線の方向と 

一致し、真北方向とも一致している。 

 東北地方（福島県を除く）は平面直角 

座標系の第Ⅹ系に属し、田沢湖と十和田 

湖の中間付近が座標原点となっている。 

山形県は座標系の第 3 象限になり、座標 

値は X、Y とも「マイナス」の符号がつく 

ことになる。 

名 称 赤道半径 a;メートル 扁平率の逆数 使用している主要国 

ベッセル，1841 6377397.155 299.152813 （2002 年 3 月までの日本） 

改訂クラーク，1880 6378249.145 293.4663 アフリカ各国 

クラソフスキー，1940 6378245 298.3    ロシア 

エベレスト，1956 6377301.243 300.8017  インド 

オーストラリア国家，1965 6378160 298.25    

サウスアメリカ 1969，1969 6378160 298.25   南米各国 

GRS80，1979 6378137 298.257222101 アメリカ、ヨーロッパ、日本

WGS84，1986 6378137 298.257223563 GPS、「海上での測量」に使用

主な地球回転楕円体（準拠楕円体） 資料13

A B

資料14

座
標
原
点 

130km 130km 

平面直角座標系の断面 

地球表面 

（地球楕円体面）

この範囲を平面と見なして地図をつくる
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日本の19の 平面直角座標系 の地図

第Ⅰ系 

長崎、鹿児島 

名瀬、奄美大島 

第Ⅱ系 

1 系を除く九州

第Ⅲ系 

山口、島根、広島 

第Ⅳ系 

四国４県

第Ⅴ系 

兵庫、鳥取、岡山

第Ⅵ系

福井と

関西圏

第Ⅶ系 

石川、富山、岐阜、愛知

第Ⅷ系 

新潟、長野

山梨、静岡

第Ⅹ系 

福島を除く 

東北５県 

第Ⅸ系 

福島と 

関東圏 

第ⅩⅠ

系 

北海道

西部 

第ⅩⅡ系 

北海道中部 

第ⅩⅢ系 

北海道東部

第ⅩⅣ系

小笠原 

第ⅩⅤ系 

沖縄 

第ⅩⅥ  系 

宮古島ほか 

第ⅩⅦ  系 

南大東島ほか

第ⅩⅧ  系

沖ノ鳥島

第ⅩⅨ  系

南鳥島 

資料15 

田沢湖

十和田湖 
第Ⅹ系座標原点 

東経 140 度 50分 00 秒

北緯  40 度 00分 00 秒

平面直角座標系第Ⅹ系の座標原点の場所
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一等三角網図（地図づくりの骨組み） 
 基線測量と並行し、一等三角測量が 1883 年（明治 16 年）から開始された。およそ 250km 間隔 

で設置された基線間をいくつもの三角形でつないだのが一等三角網図（三角鎖）である。 

下の「資料 16」を見ると、東北地方は 4 つの基線と 3 つの三角網が関与しているのがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料16 

塩野原基線

相模野基線 

鶴児平基線

須坂基線

常羽三角網 

羽越三角網 

奥羽三角網 
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一等三角点を設置する場所を選ぶ・・（地図づくりの骨組み） 
 三角測量は「資料 3」にあるように ABC でそれぞれ角度を測ることになる。その前に三角点を 

設置して角度を観測できるようにすることが必要になる。その一連の作業として「選点」「造標」 

「埋標」「観測」という作業がある。 

 「選点作業」とは三角点を設置する場所を選ぶことである。三角形の形は正三角形が理想（観 

測誤差が少ない）とされているが、地形的な条件などで制約が多くなる。三角点の標石を設置す 

る場所は、地盤が強固で長期の保存に耐えられること。 

そして目標とする他の三角点の見通しができ、観測に適 

した場所であることも必要である。従ってその山の最高 

峰の地点に三角点があるとは限らない。鳥海山の場合、 

新山が最高峰（2236ｍ）で、一等三角点のあるのは七高 

山（2229ｍ）であり、月山の一等三角点は 1979ｍだが、 

一番高い場所は 1984ｍである。 

 現在、三角点の数は全国で 109,321 点設置されている。 

 

 

一等三角点が 一番 正確なの!? ・ ・ 
以前、塩野原基線の一等三角点を案内したときの話で、一等から四等までの三角点のなかで、 

「一番正確なのが一等三角点なの？」との質問があった。 

「資料 16」の一等三角網図は、正確な地図を作るための骨組みである。設置間隔が約 45km あ 

る一等三角点 3 点を結んだ三角形のガッチリした骨組みの中に、25km 標準の一等三角点補点、

8km 標準の二等三角点、4km 標準の三等三角点の設置していき、三角形の内部の骨組みをさらに

ガッチリと固めていき、正確な地図作製（地形測量）を行うための基準点としている。 

「一番正確なのが一等三角点」ではなく、一等から四等のすべて三角点が、地球上の位置誤差 

が10ｃｍ以内に収るように、観測方法や計算方法については厳密な作業規程に取り決めている。 

ちなみに四等三角点のほとんどは近年設置されたもので、土地の境界を確定する地籍調査事業 

（地籍測量）を行う目的で設置されており、設置点数も 7 万点を超えている。 

三角点の種別 設置間隔 

一等三角点本点 45Km 程度 

一等三角点補点 25Km 程度 

二 等 三 角 点  8Km 程度 

三 等 三 角 点  4Km 程度 

四 等 三 角 点  2Km 程度 

 三 角 点 水 準 点 電子基準点 
合計 

一等 二等 三等 四等 基準 一等 二等  二等水準点

青 森 県  31  131  976 1,649 2  439  31   30  26  3,315

秋 田 県  24  159 1,214 2,123 1  276  52   29  26  3,904

岩 手 県  29  213 1,517 3,285 2  359  53   34  22  5,514

山 形 県  21  127   955 1,477 1  203  29   20  10  2,843

宮 城 県  14  106   718 1,659 1  248  29   24  18  2,817

福 島 県  25  190 1,378 2,727 3  404  28   35  14  4,804

東北６県 144  926 5,803 12,920 10 1,927 222  172 116 23,197

日本全国 977 5,056 32,075 71,213 84 14,385 3,294 1,240 832 129,156

合 計 109,321 17,763 2,072  

 

三角点の設置密度 資料17

平成 25 年 4月 1日現在 資料18基準点設置点数一覧表 
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山形県の一等三角点

山名の下の 4:00 は徒歩時間 

資料19

－ 10 － 

月山 1979

東端 

烏帽子岳 954 

丁岳 1146

鳥海山 2229

葉山 1462

飛島 58 

西端

高舘山 273 

飯盛山 42 

三崎山 161

與蔵峠 703

薬師山 437

飯盛山 1595

花淵山 985

火打岳 1238

金澤山 184

大洞山 737

舟形山 1500

白鷹山 986

大東山 1366 

蔵増村 89

三躰山 1293

新保岳 852 

摩耶山 1020 

赤松山 438 

以東ヶ岳 1771

屏風岳 1817

中之沢山 694

栗子山 1217

飯豊山 2105 

吾妻山 1949 

飯森山 42 

飯森山 1595



三角点が見やすいように測標（やぐら）を建設する 

 選点作業が終わったら、次は「造標作 

業」を行う。一等三角点間は 45km も離 

れている。いくら望遠鏡を使って探して 

も三角点を探すのは困難である。 

そこで測標（やぐら）を建設する造標 

作業がある。この測標はそこの三角点で 

は観測台になり、また相手方の三角点か 

らは観測の標的にもなるものである。 

 測標（やぐら）は「資料 20」のような 

種類がある。三角点間の視通と測標が確 

認できて観測作業が出来るように形態や 

高さに違いがある。塩野原基線の基線西 

端の測標が 1906 年（明治 39 年）に改造 

された時は測標（やぐら）の高さが 12m 

10cm と云う記録が残されている。 

 

三角点標石の埋設・・ 

 三角点に埋石する柱石は現在では花崗岩
かこうがん

を使用 

するのが一般的になっている。塩野原基線の標石 

は山形県笹谷峠産茄子目
な す め

石
いし

が使われていて、その 

基線両端の標石は 1888 年（明治 21 年）に設置さ 

れた当時のまま、現在に至っている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 

三角点 

柱 石 盤 石 下方盤石

A B C D E F G Ｈ I

一等 18 21 61 21 82 41 12 9 4.5

二、三等 15 18 61 18 79 36 11

四等 12 15 48 15 63 30 9   

そ
の
一 

そ
の
四 

そ
の
三 

そ
の
二 

三角点の測標（やぐら） 

資料20

塩 野 原 基 線 端 点 の 構 造 図

0.82

0.21

単位：m

全長 2.03

資料21

一等三角点 二、三、四等 

三角点 

資料 22 

三 角 点 の 形 状

0.12

0.11

0.08

0.45

0.24
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いよいよ三角測量の角度の観測へ・・ 

 選点、造標、埋標の各作業の次はいよいよ 

「観測作業」である。角度の誤差は 2km 先 

で 1cm の違いが 1 秒に相当する。一等三角 

点間距離 45km の場合、角度 1 秒の違いが現 

地で 22.5cm になる。角観測に使用したのは 

ドイツ製のカール・バンベルヒという一等 

経緯儀である。水平目盛盤の直径が 11 イン 

チ（27.5cm）あり、角度の最小読取り値は 

2 つのバーニアを使うことで 0.2 秒まで観測 

可能であった。そんな精密器械を使用するた 

め器械を載せる台も堅牢
けんろう

に造られた。 

 

正確な地図を求めて、進化する測量技術・・ 

 三角測量により設置された三角点を基準点として、地形測量が行われ、1/5 万の地形図が次々

と表され、日本の正確な国土の状況を誰もが目にするにことが出来るようになった。 

 その正確な地図作製の骨組みの 礎
いしずえ

を築いたのが一等三角点であり、三角測量であるといえる。 

三角測量では角度の観測が主流であり、その時代は明治から昭和 40 年代まで続いた。 

 三角点測量は 1883 年（明治 16 年）から 1915 年（大正 4 年）までされている。こうしてとり

まとめられた第 1 回目の測量の成果は「明治成果」（または旧成果）と呼ばれている。 

 第 2 回目の測量成果は、約 30 年後の 1943 年（昭和 18 年）から 1967 年（昭和 42 年）にか

けて測量したもので、その成果は「昭和成果」（または新成果）と呼ばれている。 

 さらに 1968 年（昭和 43 年）から 1973 年（昭和 48 年）に行った第 3 回目の測量は、明治か

ら続いてきた角観測時代の最後の測量となった。 

 

角度の観測から、光による距離測定へ・・ そして人工衛星・・ 

 近年、科学技術の進歩に伴い光を用いた距離測定が実用化され、長距離用の高精度光波測距儀

が開発された。1974 年（昭和 49 年）頃から測量方式も変化してきた。明治以来、角度を観測し

て辺長を求めてきた三角測量から、三角形の 3 辺の距離を直接測定し、計算から三角形の角度等

を求める三辺測量にかわってきた。長距離でも正確な距離測定が可能であれば、三角法の計算に

より、経偉儀をはるかにしのぐ精度で三角形の内角の角度を求めることが出来るのである。 

 さらにＧＰＳによる測量技術の進歩に伴い、従来のように高い山にのぼり三角測量をすること

はほとんどなくなった。現在ではＧＰＳの電波を受信する電子基準点が各地に設置されている。 

 正確な地図づくりに大きな役割を果たした一等三角点は、1994 年（平成６年）から 2002 年

（平成 14 年）に実施された第 1 回目の「高精度基準点測量」でも大きな役割を果たしている。

この測量は、一等三角点と二等三角点の一部で構成される約 2000 点の三角点を、電子基準点を

既知点としてＧＰＳ観測により高精度な測地学的位置を求めることを目的に実施されている。 

 「測量」という仕事は、誤差を如何
い か

に最小値にするか、すなわち如何
い か

にして「真値」に近づけ

ていくかに対し、常に挑戦し続けていくという科学的課題が双肩
そうけん

に重くのしかかっているのだ。 

資料 23

ドイツ製の一等経偉儀（セオドライト）

望遠鏡の長さ：56cm

望遠鏡の倍率：54 倍
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映画 『 剣岳点の記 』 で知られた 三角点 と 点の記 とは 

 「選点」「造標」「埋標」「観測」といった一連の作業が終了した三角点には「点の記」が残 

される。2009 年（平成 21 年）6 月に新田次郎原作の映画「剣岳点の記」が公開された。山形県 

大石田町出身の柴崎芳太郎測量官が主人公で、「未踏の山」への挑戦が空前の話題をもたらした。 

その年の夏の鳥海山山頂（七高山）では、登頂したほとんどの登山者が「これが一等三角点か 

あァ～」と、三角点標石の天辺に「タッチ」をしていた。この年ほど、鳥海山にある一等三角点

七高山の標石が、数多くの登山者にモテタことはなかったことだろう。 

 

点の記には 測量官の日常が 記載 されている ・・ 

 下記の「資料 23」は共に一等三角点火打岳の初代の「点の記」と現在の「点の記」である。

どちらの点の記にも「選点」「造標」「埋標」「観測」の作業年月日と作業者の名前が記されて

いる。しかし初代「点の記」には、その三角点に辿り着く道順や、材料の準備方法、雇い人の手

配方法と賃金、測量期間中の宿の手配、食料品の調達、飲料水の場所などなど。当時の測量官の

日常の行動に欠くことの出来ない事項が詳細に記されている。その文面を読み取っていくと、そ

の三角点のある場所の情景も浮かんでくるようでもある。 

 それと較べると現在の点の記は、測量を行うため、目的の三角点を探すためだけの情報のみを

提供していて、簡素なものになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料 23 

一等三角点火打岳の初代「点の記」（左）と現在の「点の記」 
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身 近 に あ る 三 角 点

 

塩 原野 
基 線

資料 24 
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測量遺産 塩野原基線 と 一等三角点探訪 !!  おすすめです・・ 

 2011 年（平成 23 年）12 月 15 日に塩野原基線が国土地理院から測量遺産とされ現地で標示板

の除幕式が挙行された。正確な日本地図を作製する上で重要な役割を果たした塩野原基線である 

が、その両端にある基線東端、基線西端の一等 

三角点は今でも測量を行う上での基本三角点の 

役割を果たし、現役で活用されている。 

 昨今、全国にある一等三角点を訪ね歩く愛好 

者も多く静かなブームになっている。山形県に 

は 21 の一等三角点があるが、ここ新庄最上地 

区には 丁
ひのと

岳
だけ

、葉山も含めると 8 箇所の一等三角 

点があります。一等三角点は平均 45km に一点 

設置されている事を考えると一等三角点マニア 

にとっても新庄最上地区はまさに「一等三角点 

の宝庫」と云うこともできるのである。 

 

塩野原基線 を 後生に伝えよう・・ 
 東北には塩野原基線のほか、青森県の鶴児平 

基線の 2 箇所しかない。しかし塩野原基線を測 

量遺産にした本旨にもあるように、基線両端の 

間に何の障害物もなく、当時と同じ様に見通し 

出来るのは、全国 15 箇所の基線のなかで唯一 

「塩野原基線」だけになっている。 

 私達は郷土にある歴史的遺産でもある塩野原 

基線を誇りに思い、また行政側も含めて郷土に 

ある測量遺産、そして観光資源としての意義を 

共有し、発信していきたいと考えている。 

 

おわりに 

 「一等三角点って、何ですか!?」の声に背中 

を押されて、測量会社に身を置きながらも改め 

てそのことを考える機会を与えられたと思う。 

 「正確な地図」はいつの世も国土計画を支え 

る重要な土台である。その原点が測量であり、 

その象徴的存在が「塩野原基線」である。 

その思いを、多くの方に伝
つたえ

る活動が必要だ 

と考えている。 最後に、国土地理院の Web 

サイトをはじめ参考になる情報を頂いて、本稿 

を脱稿できたもと、勝手ながら厚く感謝を申し 

上げるものである。 

初雪の中での塩野原基線 測量遺産表示板除幕式 

塩野原基線 一等三角点「基線東端」は 

農道中央のマンホールの中にある。 

塩野原基線 一等三角点「基線西端」 

測量遺産の標示板が両端にある。 

資料 25

資料 27

資料 26
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